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　千葉市立幕張若葉小学校が、年４月
に開校の運びとなりました。本校は、幕張
新都心若葉住宅地区の開発に伴う児童数の
増加に対応し、良好な教育環境を確保する
ために整備した、千葉市では年ぶりとな
る新設小学校です。
　整備にあたっては、「学びがつながる」
「安全・安心につながる」「地域コミュニ
ティとつながる」を学校づくりのコンセプ
トに掲げました。可動式間仕切りによるセ
ミオープン形式の学習空間やゆとりある教
室配置を採用するなど、将来の児童数の増
減や教育活動の変化にも柔軟に対応できる
可変性の高い施設となっています。また、
多目的ホールや広場、校内をつなぐプロム
ナードにより、学校と地域が自然につなが
る空間を整備し、地域に開かれた学校づく
りを進めることとしています。教育活動は
もとより、地域コミュニティの交流や活動
の場としても活用されることを期待してい
ます。
　また、幕張新都心では、幕張海浜病院の
開院、民間活力導入による幕張海浜公園Ｂ
ブロックの再整備、アルティーリ千葉新ア
リーナ建設や千葉マリンスタジアムの再構
築など、まちの魅力と都市機能のさらなる
向上を目指した取組を進めています。
　こうした発展を続けるまちにおいて、本
校が、次代を担う子どもたちの健やかな成
長を支え、さまざまな「つながり」をはぐ
くむ地域に愛される学校となることを心よ
り願っています。
　結びに、本校の開校に向けて多大なるご
尽力をいただきました関係者の皆様に心よ
り感謝申し上げ、ご挨拶といたします。

■工　事　件　名：幕張新都心若葉住宅地区小学校（仮称）新築工事
■工　事　場　所：千葉市美浜区若葉３丁目１番
■発　注　者：千葉市
■設計・監理：千都建築設計事務所
■施　　　工：新日本・秀建　建設共同企業体
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：Ｓ造地上３階建て。建築面積，．㎡、延床面積，．

㎡
■工　　　期：年６月～年２月

図書室
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　本計画は、幕張新都心若葉住宅地区整備に
伴う打瀬小学校の過大規模校化を解消するた
めの千葉市立新設小学校です。
　新しい地域に根付く学校を目指し、児童や
地域住民を迎え入れる広場や、災害時の連携
・地域開放時に活用できるプロムナードなど、
地域コミュニティとつながる開かれた学校を
計画しました。

　広場からアクセスする２つの昇降口を、木
の温もりを感じられる明るいホールでつな
ぎ、子どもたちを温かく迎え入れます。教室
はセミオープン型とし、ワークスペースを設
け、多様な学習に対応でき学びの場がつなが
る計画としました。また、２方向アクセス可
能な階段により、ワークスペースの活動と動
線が交錯しない学習空間を確保しています。

普通教室は学級数の変動を見据えた学年単位
がまとまる配置とし、教室間には屋内外一体
利用可能なオープンスペース・テラスを計画、
児童の交流の場となります。多様な学習スタ
イルが展開できる図書室と多目的ホールが一
体となった、吹抜けのメディアセンターを校
舎中央に配置し、児童の主体的・協働的な学
びを育む学校を目指しました。

　これから小学校に通う子どもたちが、地域
に見守られながら、明るく健やかに成長でき
るみんなの居場所となることを願っていま
す。
　千都建築設計事務所
　　代表取締役　会長 　　山田　雅敏
　　代表取締役　社長 　　山田　謙吾
　　設計マネージャー 　　藤原　岳史

昇降口１

写真提供：新日本・秀建　建設共同企業体


